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一
般
会
計
・
特
別
会
計

と
も
に
黒
字
決
算

　

ま
ち
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
４
月

１９

１９

～
平
成　

年
３
月
）
の
一
般
会
計

２０

の
決
算
は
、
歳
入
総
額
（
ま
ち
に

入
っ
て
き
た
お
金
の
総
額
）
約　
３８

億
７
７
７
０
万
円
か
ら
歳
出
総
額

（
ま
ち
が
支
払
っ
た
お
金
の
総

額
）
約　

億
６
１
１
４
万
円
を
差

３７

し
引
い
た
約
１
億
１
６
５
６
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
で
は
ど
の
会

計
も
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
決
算

１８

で
は
、
約
２
５
９
０
万
円
の
赤
字

と
な
り
、
平
成　

年
度
当
初
で
は
、

１９

１
億
７
千
万
円
余
り
の
赤
字
を
見

込
ん
だ
予
算
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

単
年
度
の
赤
字
は
今
後
数
年
間

続
く
見
込
み
で
し
た
が
、
１
年
で

解
消
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

黒
字
に
な
っ
た
主
な
要
因
と
し

て
は
、
鳥
取
県
西
部
地
震
の
際
に

県
か
ら
借
り
た
お
金
の
残
り
約
９

億
８
０
０
０
万
円
の
返
済
が
引
き

延
ば
さ
れ
た
こ
と
や
、
普
通
交
付

税
が
当
初
見
込
み
よ
り
も
増
と

な
っ
た
こ
と
、
ま
た
職
員
の
早
期

退
職
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
な
ど

が
大
き
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
ち
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
財
政

の
健
全
化
を
目
指
し
、
創
意
工
夫

し
な
が
ら
予
算
執
行
に
務
め
ま
す
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算

１９

９
月
に
開
か
れ
た
第
６
回
町
議
会
定
例
会
で
、

平
成　

年
度
の
ま
ち
の
歳
入
・
歳
出
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

１９

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
赤
字
で
し
た
が
、

１８

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
で
は
、

１９

約
１
億
１
６
５
６
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
ち
が
ど
の
よ
う
に
お
金
を
使
っ
た
の
か
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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総
額
約　

億
７
７
７
０
万
円

３８

８
割
を
依
存
財
源
に
頼
る

　

平
成　

年
度
決
算
の
う
ち
、
一

１９

般
会
計
の
歳
入
は
、
合
計
約　

億
３８

７
７
７
０
万
円
で
、
平
成　

年
度

１８

決
算
に
比
べ
約　

％
増
え
て
い
ま

２８

す
。

　

歳
入
の
内
訳
は
下
の
グ
ラ
フ
に

示
し
た
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
の
大

き
な
も
の
か
ら
見
る
と
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
約　
１７

億
３
６
９
９
万
円
で
、
歳
入
全
体

の
約　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

４５

　

続
い
て
、
ま
ち
が
借
り
入
れ
る

町
債
が
、
通
常
分
と
県
貸
付
金
借

り
換
え
分
の
合
計
約　

億
１
６
０

１１

３
万
円
（
全
体
の
約　

％
）、
町
民

２９

税
・
固
定
資
産
税
な
ど
の
町
税
が

約
４
億
１
４
４
６
万
円
（
全
体
の

約　

％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１１

　

一
般
会
計
の
歳
入
を
財
源
の
性

質
別
に
見
る
と
、
町
税
や
保
育
料
、

住
宅
使
用
料
な
ど
、
ま
ち
が
自
主

的
に
収
入
に
で
き
る
自
主
財
源
が

約
６
億
６
２
４
８
万
円
で
、
全
体

の
約　

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１７

　

ま
た
、
国
や
県
か
ら
定
め
ら
れ

た
金
額
を
収
入
に
す
る
依
存
財
源

は
約　

億
１
５
２
２
万
円
に
の
ぼ

３２

り
、
歳
入
全
体
の
約　

％
を
占
め

８３

て
い
ま
す
。
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▼その他（※１）

　分担金及び負担金、使用料及び手数料

　財産収入、寄付金、繰越金

▼その他（※２）

　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、

　地方消費税交付金、株式等譲渡所得割交付金、

　自動車取得税交付金、地方特例交付金、

　交通安全対策特別交付金

平成１９年度一般会計決算

歳入内訳町税 ４ １４４６万円

諸収入 １億４５３９万円

の他（※１） ８８９４万円

繰入金 １３７０万円

（県貸付金借り換え分） 億 ０００万円

県支出金 １億６３２２万円

庫支出金９９９１万円

の他（※２） ９９０７万円

 ( 通常分 ) １億３６０３万円


